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多世代交流プレイスが、かきざき福祉センターを拠点に開設されます

市長公約の「多世代交流プレイス」が、この柿崎地区に開設されることになりました。

市内では、初の取組となります。

では、この「多世代交流プレイス」とは、どんな施設でしょうか、どんなことができる

のでしょうか、簡単にご説明させていただきます。

世代交流プレイス事業は

①地域のつながり ②同世代のつながり ③世代間のつながり ④家族のつながり

この4つのつながりをポイントに、次のような機能を持っています。

・地域住民などの交流の場、活動の場、多世代交流の場

・乳幼児と保護者の遊び場、保護者同士の交流の場、子育て相談の場

・小中高校生や高齢者など、誰もが過ごせる居場所

このように、全ての世代の方々が集える場となり、住民同士のつながりをはぐくむ場と

なることを目指し、地域の活性化につながることを目的としています。

すでに、この8月から内部の修繕工事が始まり、10月の供用開始が目前に迫っています。

10月1日にはプレオープン、10月10日にはオープニング記念式典が行われる予定となっ

ています。集まった皆様に楽しんでいただけるようなイベントスケジュールも少しづつ決

まっていると聞いております。あわせてこの夏休みには、小、中学生を対象にした「多世

代交流プレイス」の愛称の公募が行われました。どんな名前が付けられたのか、公表が大

変楽しみです。

皆様、どうぞ「多世代交流プレイス」に足を運んでみてください。

今後、この新しい施設が、多くの皆様に利用され、長く愛される地域の居場所となって

いくことを期待しております。（山川 昌恵）

※日程、名称等につきましては、変更される場合もございます。

詳しくは、柿崎区総合事務所 市民生活・福祉グループまでお問い合わせください。

かきざき福祉センター外観
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活動を見学してみて

ＤＥＷベースボールアカデミーでは、コーチが付きっ切りで指導するというよりも、児童

・生徒と一緒にコーチもトレーニングしているという印象でした。

児童・生徒が、体の動かし方を習いながらトレーニングメニューを自主的にこなしている

姿は新鮮だと感じました。

また、雁木ウォーキングは事前の準備運動の指導を受けることができました。

歩き方の指導をしてもらいましたが、体に負担をかけない方法を知ることができてよかっ

たです。

今後の予定

今回の見学を経て、柿崎区でもこのような活動をしてほしいと思いました。

ただ、同スポーツ団体も会場に向かう距離や交通手段について課題に感じているとのこと

でしたので、柿崎区内で活動する場合は、どのような課題があるのか、調査を継続していき

たいと思っています。（佐藤 昌貴）

自主的審議事項：スポーツを通じた地域振興・地域活性化を考える

委員会名：スポ×まちプロジェクト

柿崎区内には総合体育館や野球場、人工芝グラウンド、屋内水泳プール、テニスコートな

ど多くのスポーツ施設が整っていることから、施設の魅力を高め利用者増を図るため、施設

の活用方法と情報発信方法を検討しています。

今回は、上越市内で活動しているスポーツ団体の見学の内容をお届けします。

スポーツ団体のご紹介

「ＮＰＯ法人上越スポーツラボＤＥＷ」の活動を見学させていただきました。

こちらの団体は、上越市内（直江津、高田地域を中心）で活動しており、スポーツ塾や雁木

ウォーキング、ワンコイン教室（運動教室）など、スポーツにまつわるいろいろな取り組み

を行っています。

当日は、ＤＥＷベースボールアカデミー（スポーツ塾）と雁木ウォーキングを見学させて

いただきました。

◆スポーツ塾

野球、スケートボード、水泳、かけっこのメニューあり。

道具を使わず競技に必要な身体能力を鍛えるなどユニー

クな指導を受けることができます。

◆雁木ウォーキング

準備するのは動きやすい服装と口、ドリンクだけでＯＫ

簡単な健康チェックと準備運動と歩き方指導の後に、高

田まちかどウォーキングロードをサポートスタッフと共に

ウォーキングできます。

ＤＥＷベースボールアカデミー

雁木ウォーキング

編集委員長 山川昌恵

編集委員 金子豊彦 小関信夫 坂木朋子
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